
25Y508 担当形態

開講学期 2

第14回 保育の共有について②（本村）

実習記録を振り返る。

第5回 保育計画と評価について（本村） カリキュラム論を振り返る。 第13回 保育の共有について①（本村） 実習記録を振り返る。

第4回

事後にレポートを提出する。

第7回 子ども理解について②（小槻） 実習記録を振り返る。 第15回
保育者としての使命感や責任感、愛情などについて確認し、目指
す保育者像を描く（本村・船勢）

保育者論を振り返る。

第6回 子ども理解について①（小槻） 実習記録を振り返る。

学修内容に応じて教員がその都度準備する。

第8回 音楽遊びについて（福井・中村） 実習記録を振り返る。
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

教科書
[書名／著者
名／出版社]

学修内容に応じて教員がその都度準備する。

受講生への
メッセージ

保育者になるための最終チェックをする授業です。これまで学んだことを」振り返りながら、意欲
的に取り組みましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

回数 授業計画

授業の主題
保育に関する知識や技能のさらなる修得と向上を目指して、保育現場での実習を振り返り、自分の課題を明
確にする。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

それぞれの担当教員が課題を確認する。

授業の方法 保育現場での実習を振り返り、意見交換やグループ活動、演習などを行う。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
グループディスカッション、グループワーク、振り返りシート

事前・事後学修

第1回 オリエンテーション、学外実習の振り返り（本村・船勢） 実習記録を読み返す。 第9回 運動遊びについて（野田） 実習記録を振り返る。

回数 授業計画 事前・事後学修

実習記録を振り返る。

第2回 学外実習の振り返り（本村・船勢） 実習記録を振り返る。 第10回 乳児保育について（三原）

自分の保育観に気付く　－倉橋惣三の保育理念－（船勢） 実習記録、保育者論を振り返る。 第12回 子育て支援について（三原）

実習記録を振り返る。

第3回 保育実践について（本村） 実習を振り返る。 第11回 造形遊びについて（山中）

保育・教職実践演習 科目コード 担当者
本村　弥寿子、船勢　肇、織田　芳人、福井　昭史、中村　浩美、野
田　章子、山中　慶子、三原　ミヨ子、小槻　智彩

オムニバス

対象学科・
コース

幼児教育学科 配当年次 2年次 後期

科目区分 専門教育科目 授業科目名

履修条件 入学時から１年次後期末までの通算GPAが1.20未満の者は、原則として、本科目を履修することができない。
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 幼稚園教諭必修、保育士必修

科目区分 教育実践に関する科目

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項
教職実践演習

授業形態 演習



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

50 50
実習を振り返るも保育
の知識の課題を見出す
ことができない。

④
技能

50 50
実習を振り返るも保育
の技能の課題を見出す
ことができない。

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100

行
動
・
応
用

合計

創
造

知
識
・
技
能

保育者に必要な知識を
確認し、課題を遂行す
ることができる。

基礎的・専門的知識

保育者に必要な技能を
確認し、課題を遂行す
ることができる。

基礎的・専門的技能

思
考
・
判
断

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

製作物/実習を振り返
り、自らの課題を見出す
ことができる。

実習を振り返り、保育
の知識に関する課題を
的確に見出し、今後の
取り組みを明確に捉え
ることができる

実習を振り返り、保育
の知識に関する課題を
的確に見出し、今後の
取り組みを捉えること
ができる。

実習を振り返り、保育
の知識に関する課題を
見出し、今後の取り組
みを捉えることができ
る。

実習を振り返り、保育の
知識に関する課題を見出
すことができる。

製作物/実習を振り返
り、自らの課題を見出す
ことができる。

実習を振り返り、保育
の技能に関する課題を
的確に見出し、今後の
取り組みを明確に捉え
ることができる

実習を振り返り、保育
の技能に関する課題を
的確に見出し、今後の
取り組みを捉えること
ができる。

実習を振り返り、保育
の技能に関する課題を
見出し、今後の取り組
みを捉えることができ
る。

実習を振り返り、保育の
技能に関する課題を見出
すことができる

表
現

実
践

評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力


